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新議員紹介
～それぞれ の抱負～

美濃　英俊

５
年
後
、
10
年
後
、

将
来
の
島
の
た
め
に

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

し
っ
か
り
と
聞
き
、
議

会
の
場
へ
届
け
て
い
き

ま
す
！

人
口
２
万
人
を
切
る
の
は

目
前
。
地
域
、
産
業
、
福

祉
の
維
持
へ
、
課
題
に
正

面
か
ら
取
り
組
み
ま
す
！

議
会
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

で
山
積
す
る
課
題
に
機

動
的
に
対
応
し
、
市
民

本
位
の
市
政
を
進
め
ま

す
！

長原　和哉

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に

し
っ
か
り
と
届
け
て
い
き
ま
す
。

「
温
故
知
新
」
を
信
条
に
頑
張
り

ま
す
。

誰
も
が
住
ん
で
み
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
、
明

る
く
楽
し
い
江
田
島
市

を
目
指
し
ま
す
。

筧本　語

上松　英邦

長坂　実子

迅
速
な
行
動
と
対
応
で
、

市
民
と
行
政
を
つ
な
ぎ
、

よ
り
良
い
江
田
島
市
を

目
指
し
ま
す
。

地
域
の
課
題
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

全
力
で
活
動
し
ま
す
。

挑
戦
す
る
方
を
支
え
、

教
育
と
Ｉ
Ｔ
で
地
域

を
元
気
に
し
ま
す
。

若
い
世
代
の
声
を
市

政
に
届
け
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添

い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

江
田
島
市
を
目
指
し
ま
す
。

全
て
の
施
策
が
人
口
減
対

策
で
す
。
住
ん
で
み
よ
う

と
思
え
る
江
田
島
市
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
安
心
と
希

望
の
あ
る
暮
ら
し
と
な
る

よ
う
尽
力
し
ま
す
。

お
一
人
お
一
人
の
声
を

大
切
に
し
て
参
り
ま
す
。

濵嵜　眞琴

市
民
の
声
を
聞
き
、
共
に
、
考
え

新
し
い
発
想
で
明
る
い
未
来
あ
る

江
田
島
市
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

小野藤　訓

皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に

届
け
、
市
民
の
幸
せ
と

江
田
島
市
の
発
展
を
願

い
尽
力
し
ま
す
。

小栗　賢
こ ぐり ながはら かず やけんはまさき

といもと
お の ふじ さとし

かたる

ま こと

ひでとし
ながさか

うえまつ ひでくに

浜西　金満
はまにし かねみつみつ こ

み の

古居　俊彦
ふる い としひこ 平本　美幸

ひらもと み ゆき

宮下　成美
なる みみやした

上本　雄一郎
ゆういちろううえもと

安西　翔平
しょうへいあんざい

◀

平川　博之
ひらかわ ひろゆき

▶

▲

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報

の
収
集
と
発
信
に
取
り

組
み
ま
す
。

角増　正裕
かどます まさひろ

▲

▲

▲

▲

▲

▲

◀

▲

▲

▲

▲

◀

▶
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議会の体制

　江田島市議会では、令和６年12月より、常任委員会の録画映像を
動画で配信しています。右記ＱＲコードを読み取り、注意事項をご
確認の上、YouTubeバナーをクリックしてしていただくと、動画配
信サイト（YouTube）へ移行し、視聴できます。

ＱＲコードの読み取りが困難な方は、 で検索江田島市議会　YouTube

議長の公務内容の一部をお知らせします。

その他は右記ＱＲコードから→

広島県市議会議長会臨時会
（大柿市民センター）10/1 全国市議会議長会基地協議会

第113回理事会10/29

あいさつの様子 理事会での様子

議 長 日 誌

◎
上
　
本
　
雄
一
郎

○
古
　
居
　
俊
　
彦

　
浜
　
西
　
金
　
満

　
長
　
坂
　
実
　
子

　
角
　
増
　
正
　
裕

　
美
　
濃
　
英
　
俊

　
長
　
原
　
和
　
哉

　
濵
　
嵜
　
眞
　
琴

◎
宮
　
下
　
成
　
美

○
平
　
本
　
美
　
幸

　
上
　
松
　
英
　
邦

　
平
　
川
　
博
　
之

　
筧
　
本
　
　
　
語

　
小
野
藤
　
　
　
訓

　
小
　
栗
　
　
　
賢

　
安
　
西
　
翔
　
平

産業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

　11月 11日に臨時会を開き、議長・副議長を選挙で選出したほか、議会の体制
が決まりました。
　新たな体制で、時代に沿った取り組みを積極的に推進していきます。

議会議会のの体制体制がが決まりました決まりました

副議長　 長
ながさか 

坂　実
みつ

子
こ

議長　 上
うえまつ

松　英
ひでくに

邦

議会議会のの体制体制がが決まりました決まりました

　
古
　
居
　
俊
　
彦

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

　
平
　
川
　
博
　
之

監  

査  

委  

員

◎
美
　
濃
　
英
　
俊

○
筧
　
本
　
　
　
語

　
宮
　
下
　
成
　
美

　
小
野
藤
　
　
　
訓

　
濵
　
嵜
　
眞
　
琴

　
安
　
西
　
翔
　
平

議
会
広
報
特
別
委
員
会

◎
上
　
本
　
雄
一
郎

○
宮
　
下
　
成
　
美

　
平
　
川
　
博
　
之

　
古
　
居
　
俊
　
彦

　
美
　
濃
　
英
　
俊

　
平
　
本
　
美
　
幸

議
会
運
営
委
員
会

　
上
　
本
　
雄
一
郎

広
島
県
水
道
広
域
連
合

企
業
団
議
会
議
員

◎は委員長　　○は副委員長
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決算審査

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
市
民
の

抱
え
る
課
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
中
、
民

生
委
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
令
和
５
年
度
に
創
設
さ
れ
た
民
生
委
員
協
力

員
制
度
の
効
果
的
な
活
用
や
活
動
費
等
の
支
援

強
化
に
よ
り
、
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を

は
か
る
と
と
も
に
、
欠
員
地
域
の
解
消
に
一
層

努
め
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
電
話
機
の
設
置
世

帯
数
は
、
令
和
４
年
度
が
66
世
帯
、
令
和
５
年

度
が
１
４
２
世
帯
、
令
和
６
年
度
は
94
世
帯
で

す
。
特
殊
詐
欺
は
巧
妙
化
し
、
本
市
内
で
も
高

額
な
詐
欺
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
設
置

世
帯
で
は
遭
遇
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
後
も
広
報
活
動
や
助
成
制
度
の
充
実
に
取

り
組
み
、
市
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り

に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
す
。

議
会
が
市
の
事
業
を�

総
チ
ェ
ッ
ク
‼

民
生
委
員
が
活
動
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を

特
殊
詐
欺
防
止
に
一
役
！

　
令
和
６
年
度
決
算
で
は
、
経
常
収
支
比

率
（
※
１
）
が
対
前
年
度
比
０
・
７
％
増

の
98
・
６
％
と
過
去
最
大
値
と
な
り
、
公

債
費
負
担
比
率
（
※
２
）
も
０
・
４
％
増

の
17
・
２
％
へ
と
上
昇
し
、
警
戒
ラ
イ
ン

の
15
・
０
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
財
政
調

整
基
金
（
※
３
）
の
繰
入
れ
に
頼
ら
ず
健

全
な
財
政
運
営
を
確
立
す
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
比
率
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　
一
方
で
、
令
和
６
年
度
末
で
の
基
金
保

有
高
１
０
９
億
円
超
の
う
ち
、
財
政
調
整

基
金
が
48
億
円
を
占
め
、
安
定
的
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
34
億
円
の
債
券
運
用
を

行
い
、
令
和
６
年
度
は
前
年
度
と
同
額
の

２
０
６
５
万
円
の
運
用
益
を
確
保
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
安
全
か
つ
着
実
に
、
運
用
益
を

確
保
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

よ
り
健
全
な
財
政
運
営
に

向
け
た
取
り
組
み
を

　
地
域
特
産
品
販
売
所「
え
た
じ
ま
ー
れ
」は
、

本
市
の
農
水
産
物
や
特
産
品
の
販
売
拠
点
、
さ

ら
に
は
観
光
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
重
要
で

す
。

　
市
・
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
・
江
田
島
市
観
光
協
会
・

江
田
島
市
商
工
会
な
ど
、
運
営
に
関
わ
る
全
て

の
関
係
機
関
が
協
力
・
連
携
し
、
本
市
の
観
光

拠
点
と
な
る
施
設
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進

め
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
存
在

が
分
か
り
に
く
い
の
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由

で
の
件
数
が
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
早
急
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
市
民
の
声
を

受
け
や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
昨
今
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
る
べ
き

で
す
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
お
よ
び
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
も
一
層
取
り
組
む
よ
う

求
め
ま
す
。

「
え
た
じ
ま
ー
れ
」
を

市
の
観
光
拠
点
に

６次産業化対
策事業

530万3,00
0円

情報管理事業

1億8,790万
1,112円

迷惑電話防止機
器購入補助事業

74万4,200円
民生委員・児

童委員活動事
業

1,329万1,3
15円

早
急
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

令和６年度

　
９
月
定
例
会
で
は
、
令
和

６
年
度
の
決
算
認
定
議
案
10

件
の
審
査
が
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で

は
二
つ
の
分
科
会
に
審
査
を

委
嘱
し
、
部
局
別
に
詳
細
な

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
全
て

の
議
案
を
認
定
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
委
員
会
で
出
さ

れ
た
指
摘
お
よ
び
意
見
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計

歳入 156億9,954万円
歳出 153億7,904万円

※１　経常収支比率
　　　�「経常的にかかる経費」（人件費、扶助費、公債費など）に、毎年度「経常的に収入が見込まれる一般財源」

（市税、普通交付税及び地方譲与税など）がどの程度充当されているかを表す指標。
※２　公債費負担比率
　　　公債費に充当された一般財源の一般財源総額に対する割合。
※３　財政調整基金
　　　財政の年度間調整をはかるための基金で財政に余裕のある年度に積み立てておく基金。

決
算
審
査
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決算審査

　
人
口
減
少
に
伴
い
、
空
き
家
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
所
有

者
に
補
助
制
度
を
周
知
し
、
空
き
家
の
適
正
管
理
や
利
活
用
・
除

却
を
促
す
と
と
も
に
、
危
険
空
き
家
等
に
は
自
主
的
な
対
応
を
働

き
か
け
、
必
要
に
応
じ
て
法
律
・
条
例
に
基
づ
き
対
応
す
る
よ
う

求
め
ま
す
。

　
な
お
、交
流
定
住
促
進
事
業
は
、人
口
減
少
対
策
の
み
な
ら
ず
、

空
き
家
対
策
に
も
資
す
る
事
業
で
す
。
利
活
用
可
能
な
空
き
家
を

紹
介
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ｈ
ｏ
ｄ
ｏ
ｈ
ｏ
ｄ
ｏ
」
の
記
事
更

新
を
遅
滞
な
く
進
め
、
市
全
体
の
協
力
の
下
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
戦
略
的

に
活
用
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
は
、
令
和
４
年
度
の
５
０
６
４
万
円

が
５
年
度
に
は
１
億
１
９
４
万
円
へ
と
倍
増
し
、
６
年
度
に
は

１
億
９
２
５
４
万
円
に
達
し
ま
し
た
。
地
元
産
品
の
返
礼
品
数
も

返
礼
品
提
供
事
業
者
数
も
順
調
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
金
を
積
み
立
て
た
「
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
」
か
ら
の
各
種
事
業
へ
の
充
当
額
は
、
９
２
５
３
万
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
寄
付
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
有
効
に

活
用
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。�

空
き
家
対
策
事
業
は
補
助
制
度
の
周
知
を

ｈ
ｏ
ｄ
ｏ
ｈ
ｏ
ｄ
ｏ
は
定
期
的
更
新
を

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
が
大
幅
に
伸
長
！

今
後
も
寄
付
金
の
有
効
活
用
を

　
外
国
人
市
民
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
文
化
共
生
相
談

員
２
名
体
制
で
通
訳
・
相
談
お
よ
び
翻
訳
を
行
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

　
外
国
人
市
民
の
増
加
が
続
く
本
市
に
あ
っ
て
、
多
文
化
共

生
相
談
員
は
市
役
所
窓
口
お
よ
び
市
内
外
で
多
岐
に
わ
た
る

業
務
に
従
事
す
る
な
ど
、
今
後
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
に
育
成
就
労
制
度
の
ス
タ
ー
ト
が
迫
る
中
、

多
文
化
共
生
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制
拡
充
に
つ
い
て
検
討

を
求
め
ま
す
。

　
毎
年
、
年
度
末
に
は
海
岸
漂
着
物
等
清
掃
業
務
の
委
託
料

が
底
を
突
き
、
必
ず
し
も
十
分
に
取
り
組
め
て
い
ま
せ
ん
。　
　

　
今
後
、
市
内
海
水
浴
場
（
長
瀬
・
入
鹿
・
長
浜
）
の
海
岸

管
理
業
務
と
の
す
み
分
け
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
海
ご

み
の
回
収
活
動
が
一
層
進
む
よ
う
事
業
費
の
増
額
に
つ
い
て

検
討
を
求
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
労
苦
に
報
い
る
た
め

に
も
、
排
出
源
対
策
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
求
め
ま
す
。

多
文
化
共
生
を
支
援
す
る

体
制
拡
充
の
検
討
を

海
ご
み
対
策
の
強
化
を

　
令
和
６
年
度
に
は
、
大
古
小
学
校
・
能
美

中
学
校
・
江
田
島
中
学
校
で
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

改
修
工
事
を
、
鹿
川
小
学
校
で
は
空
調
設
備

更
新
工
事
を
実
施
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
引
き
続
き
、
老
朽
化
の
進
む
学
校
施
設
の

計
画
的
な
改
修
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
中

学
校
の
音
楽
室
な
ど
特
別
教
室
へ
の
空
調
設

備
の
導
入
な
ど
、
児
童
生
徒
が
授
業
に
集
中

で
き
る
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
る
よ
う
求

め
ま
す
。

児
童
生
徒
が
安
全
で
快
適
に

学
べ
る
環
境
の
整
備
を

令和６年度ふるさと寄付金の使い道� （単位：円）

事業内容 事業費 充当額
まちづくり団体支援補助 31,168,000 4,300,000
一斉清掃補助 2,851,500 2,800,000
ごみ収集運搬業務委託 75,702,700 8,100,000
特色ある保育事業、世代間交流事業 157,028 150,000
妊婦健康診査交通費等助成 748,790 740,000
新規就農者支援対策事業補助 220,165 220,000
オリーブ栽培支援事業費補助 1,490,190 1,490,000
がんばりすと応援事業補助 13,781,000 6,000,000
学校図書館リニューアル事業の備品購入 3,554,211 3,550,000
中学校部活動補助 2,765,047 2,760,000
図書館図書購入 4,685,968 4,000,000
文化財散策マップの作成 4,158,000 3,700,000
その他の10事業 87,292,754 54,720,000

合　　計 228,575,353 92,530,000

海岸漂着物等清
掃業務の委託料

650万円
外国人市民交

流事業

1,084万1,6
26円

空き家対策総
合支援事業

1,465万9,37
2円

交流定住促進事
業

1,058万940円

小学校施設整備事
業

6,231万2,800
円

中学校施設整備事
業

7,183万円



江田島市議会だより 第 84号
令和７年12月１日発行 1011 江田島市議会だより 第 84号

令和７年12月１日発行

９月定例会

○…賛成　●…反対　欠…欠席　―…議長職（議長は採決に加わりません）

江田島市議会　中継

本会議のライブ中継・録画映像は、ご自宅の
パソコンやスマートフォンから視聴できます。

全ての議案名および議案の議員別賛否は、
市議会ホームページでご覧いただけます。

９月定例会
8/25 ～９/12

三つ

議案……　19件
報告……　３件
諮問……　２件
発議……　２件

議
案
第
46
号
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入

Point
1

予
備
機
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

妥
当
な
金
額
か
。

児
童
生
徒
の
９
６
０
台
に
対
し
て

予
備
機
15
％
と
上
限
が
決
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
上
限
い
っ
ぱ
い
の
導
入

を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
個
別
最
適
な
学
び
と
協

働
的
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
９
６
０
台
、
教
職
員
に
45
台
、
教
育
委
員

会
に
予
備
機
99
台
の
合
計
１
１
０
４
台
を
８
７
０
０
万
円
で
導

入
し
ま
す
。

本
体
に
は
３
分
の
２
県
費
補
助
が

あ
り
、
学
習
ド
リ
ル
教
材
・
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
等
を
付
け
て
も
、

５
年
間
の
契
約
な
の
で
、
１
台
当
た
り

で
計
算
す
る
と
妥
当
な
と
こ
ろ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

宮
下
筧
本
上
本
平
本
美
濃
古
居
長
坂
岡
野
平
川 沖 沖

元
上
松
吉
野
浜
西
山
本
酒
永

予
算
令和７年度江田島市一般会計補正予算（第２号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 －

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

江田島市長期継続契約を締結することができる契約を定める条例案に
ついて
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 －
江田島市市民センター等設置及び管理条例の一部を改正する条例案に
ついて
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 －

そ
の
他

新たに生じた土地の確認及び字の区域の変更について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 －
財産の取得について（学習用タブレット）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 －
特定の事務を取り扱う郵便局の指定について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 －
人権擁護委員候補者の推薦について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 －

発
議

江田島市議会基本条例の一部を改正する条例案について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 －
議会改革推進特別委員会廃止に関する決議案の提出について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 －

主な議案の賛否議
案
第
47
号
　
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
に
つ
い
て

該
当
す
る
郵
便
局

・
秋
月
郵
便
局
、
高
田
郵
便
局
、
深
江
郵
便
局

試
行
期
間

・
令
和
７
年
11
月
４
日
〜
令
和
８
年
１
月
30
日

※�

試
行
期
間
終
了
後
は
各
出
張
所
で
の
事
務
受
付
が
再
開
し
ま

す
。

委
託
す
る
主
な
業
務

・�

住
民
票
な
ど
の
発
行
、
各
種
申
請
書
の
取
り
次
ぎ
、
地
域
活

動
の
支
援
な
ど

郵
便
局
へ
出
張
所
の
事
務
を
試
行
的
に
委
託
し
ま
す

Point
２こ

ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

試
行
に
あ
た
り
国
か
ら
の
補
助
な
ど
は
あ
る
の
か
。

総
務
省
の
郵
便
局
利
活
用
推
進
事
業
補
助
金
が
10
分
の
10
、

全
額
出
る
予
定
で
す
。

議
案
第
45
号
　
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
及
び
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　
無
願
埋
立
地
の
原
状
回
復
の
義
務
を
広
島
県
知
事
が
免
除
し

た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
土
地
が
生
じ
た
こ
と
を
確
認
し
た
た

め
、
当
該
土
地
を
隣
接
す
る
字
の
区
域
に
編
入
し
ま
し
た
。

当
該
土
地

・
江
田
島
市
能
美
町
高
田
字
名
髙
地

面
積

・
２
３
７
１
・
６
５
㎡

公
有
水
面
の
原
状
回
復
の
義
務
を
免
除
し
た
理
由

・
周
辺
海
域
の
環
境
悪
化
が
見
込
ま
れ
る
た
め

・�

建
物
や
土
砂
の
撤
去
、
代
替
護
岸
の
新
設
等
で
多
額
の
費
用

が
必
要
と
な
る
た
め

高
田
地
区
で
新
た
に
生
じ
た
土
地
を
隣
接
す
る
区

域
に
編
入
し
ま
す

Point
３

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
う
い
っ
た
事
例
が
今
後
も
生
じ

る
可
能
性
は
あ
る
が
、
今
後
調
査

し
て
い
く
予
定
は
あ
る
の
か
。

無
願
埋
立
に
つ
い
て
は
、
県
が
担

当
と
な
る
た
め
、
事
前
に
把
握
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

窓
口
受
付
が
４
時
間
半
延
長
さ
れ
、

17
時
ま
で
利
用
で
き
、
利
便
性
が

高
ま
り
ま
す
。
た
だ
し
、
地
域
か
ら
行

政
職
員
が
い
な
く
な
る
点
が
課
題
と
な

り
ま
す
。

高田郵便局
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一般質問

本
年
６
月
議
会
で
、
財
政

支
援
団
体
に
対
す
る
監
査

結
果
報
告
が
あ
っ
た
。
と
り
わ

け
補
助
金
交
付
団
体
で
あ
る
江

田
島
市
観
光
協
会
に
は
数
多
く

の
指
摘
事
項
が
あ
り
、
改
善
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

市
長
こ
の
た
び
の
監
査
で
、

観
光
協
会
の
会
計
処
理
の
誤
り

や
書
類
の
不
備
な
ど
、
数
多
く

の
厳
し
い
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

協
会
で
は
、
監
査
の
指
摘
を
重

く
受
け
止
め
、
現
在
、
情
報
共

有
と
確
認
の
徹
底
、
会
計
や
管

理
方
法
の
見
直
し
な
ど
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
に
お
い
て
は
、
補
助
金
交
付

規
定
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、

事
業
予
算
と
業
務
の
適
切
な
運

用
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
確
認

し
、
指
導
・
監
督
を
強
化
し
ま

す
。

監
査
結
果
報
告
で
は
、
補

助
金
に
頼
ら
な
い
法
人
運

営
を
目
指
す
よ
う
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

市
長
補
助
金
の
依
存
度
が
高

い
現
状
は
、
観
光
協
会
の
持
続

可
能
性
を
確
保
す
る
上
で
課
題

が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
地
域
活
性
化
を
担
う
自
立

的
な
組
織
と
な
る
た
め
に
は
、

岡野　数正
江田島市観光協会監査指摘事項に対する改善策は？

答 観光協会に対する補助金交付に係る監督責任の不足を深く反省
し、本年中の改善に向けて全力を尽くします

収
益
事
業
の
確
立
、
多
様
な
資

金
調
達
、
そ
し
て
人
材
育
成
が

不
可
欠
で
す
。

補
助
金
に
頼
ら
な
い
自
立

し
た
協
会
運
営
と
す
る
た

め
に
は
、
自
主
財
源
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
が
、
市
の
観
光
関

係
の
事
業
を
移
管
で
き
な
い
か

な
ど
、
全
庁
的
な
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
。

産
業
部
長
商
工
観
光
課
だ
け

で
な
く
、
市
各
課
所
管
事
業
の

う
ち
、
可
能
な
も
の
を
観
光
協

会
へ
移
管
ま
た
は
委
託
し
て
い

く
こ
と
は
、
観
光
協
会
の
収
益

向
上
を
は
か
る
上
で
効
果
の
高

い
も
の
と
考
え
ま
す
。
該
当
事

業
の
特
定
に
つ
い
て
、
担
当
部

局
と
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
検

討
を
進
め
ま
す
。

※
江
田
島
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問

問

問

ＱＲコードを読み取ると録画映像が視聴できます。

１　岡野　数正　　　　江田島市観光協会監査指摘事項に対する改善策は？　　　　　
２　古居　俊彦　　　　教育支援センターとは？　　　　　　　　
３　筧本　　語　　　　市民の長年の夢である津久茂架橋構想の実現を！
４　宮下　成美　　　　次世代の声を市政に反映させる仕組みづくりを！
５　平川　博之　　　　AED設置の取り組み状況は！　
６　平本　美幸　　　　市民の皆さまが安心して生活できる環境づくりを！
７　上本　雄一郎　　　ふるさと寄付金の活用ルールを明確にすべき！
８　美濃　英俊　　　　観光振興ビジョンについて確認！
９　吉野　伸康　　　　第３次江田島市総合計画の着実な推進を！

質問者　9人

一般質問
市の考えを問う

津
久
茂
架
橋
構
想
実
現
の

認
識
と
位
置
付
け
、
基
本

的
な
考
え
方
は
。

市
長
本
市
の
地
理
的
条
件
に

よ
る
陸
上
交
通
の
迂
回
を
解
消

し
、
一
体
的
な
発
展
に
寄
与
す

る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
構
想
実
現
に
向
け
て

国
や
県
へ
の
要
望
を
続
け
て
お

り
、
県
が
示
す
将
来
の
広
域
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
も
、

津
久
茂
架
橋
を
含
む
広
島
湾
架

橋
構
想
に
つ
い
て
、
検
討
区
間

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
で
、
社
会
情
勢
の
変
化

で
、
本
構
想
の
実
現
は
い
ま
だ

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
限
ら

れ
た
財
源
を
現
在
、
事
業
中
の

箇
所
に
重
点
的
に
投
入
し
て
も

ら
え
る
よ
う
県
に
要
望
し
て
い

ま
す
。利

便
性
向
上
、
観
光
振
興
、

防
災
機
能
強
化
に
つ
い
て

本
市
の
評
価
は
。

市
長
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

は
、
地
域
交
通
の
円
滑
化
や
地

域
産
業
の
発
展
に
加
え
、
市
内

の
公
共
交
通
の
効
率
化
に
も
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
観
光
振
興
の
観
点
に
つ
い
て

は
、
観
光
客
の
回
遊
性
の
向
上

に
つ
な
が
り
、
観
光
資
源
の
活

性
化
や
連
携
強
化
に
よ
り
、
滞

ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
。

教
育
長
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

と
は
不
登
校
の
児
童
生
徒
を
支

援
す
る
施
設
の
こ
と
で
す
。
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
学
習
機
会

の
提
供
、
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
通
じ
た
学
校
復
帰
の
促
進
、

家
族
と
学
校
と
の
連
携
に
よ
る

問
題
解
決
支
援
を
主
な
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
３
中
学
校
に
、

不
登
校
傾
向
の
あ
る
生
徒
の
た

め
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル

ー
ム
、
通
称
Ｓ
Ｓ
Ｒ
を
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
校
内
施
設
で
あ

る
た
め
、
利
用
し
に
く
い
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
今
回
試
行
的

に
開
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
場
所
は
、
以
前
小
学
校
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
た
高
田
交
流

プ
ラ
ザ
の
一
室
を
使
用
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
試
行
的
な
開
設
と

い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
の

展
開
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
本
年
度
は
試
行
的
に

開
設
し
、
利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ

を
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
お
り
、
開
館
曜
日

や
時
間
、
必
要
な
設
備
等
に
つ

い
て
、
柔
軟
に
調
整
し
な
が
ら

運
営
を
行
い
ま
す
。
利
用
実
態

等
を
踏
ま
え
、
来
年
度
以
降
の

本
格
的
な
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
方
が
支
援
員

と
な
る
の
か
。

教
育
部
長
試
行
的
な
運
用
で

あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
現
在
、

学
校
経
営
相
談
員
を
務
め
て
い

る
元
小
学
校
長
の
方
に
、
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
営
も
兼
務
し
て

い
た
だ
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
こ
ど
も
た
ち
は
、
敏
感
で
繊

細
で
あ
る
。
現
在
の
社
会
情
勢

か
ら
見
る
と
、
学
校
に
行
き
た

く
な
い
、
行
け
な
い
こ
ど
も
は

増
え
て
い
る
。
ど
う
し
て
な
の

か
、
本
人
で
も
分
か
ら
な
い
そ

う
だ
。
学
校
単
体
で
設
置
し
て

い
る
Ｓ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
対
応
も
大

事
で
は
あ
る
が
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
た
こ
と
は
評

価
し
た
い
と
思
う
。

　
今
回
は
、
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
と
い
う
一
つ
の
窓
口
を
つ
く

っ
た
。
窓
口
は
、
い
く
つ
あ
っ

て
も
構
わ
な
い
。
今
の
こ
ど
も

た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
対
応

に
期
待
す

る
。

筧本　　語
市民の長年の夢である津久茂架橋構想の実現を！

答 隣接する広島市、呉市との広域的な効果を生み出す広島
湾架橋構想と一体的に進めていく必要があります

古居　俊彦
教育支援センターとは？

答 不登校の児童生徒を支援する施設のことです

問

問

問

問

問問

問

在
時
間
や
消
費
額
の
増
加
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
防
災
機
能
強
化
と
し
て
は
、

緊
急
車
両
の
搬
送
時
間
の
短
縮

や
、
災
害
時
の
救
助
・
物
資
輸

送
経
路
の
多
重
化
な
ど
の
効
果

が
あ
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

改
正
半
島
振
興
法
に
基
づ

く
支
援
制
度
や
交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解

は
。市

長
改
正
半
島
振
興
法
に
基

づ
く
具
体
的
な
支
援
措
置
は
、

ソ
フ
ト
事
業
を
対
象
と
し
た
交

付
金
事
業
や
特
定
業
種
に
対
す

る
税
制
優
遇
措
置
で
あ
り
、
現

時
点
で
は
有
効
に
活
用
で
き
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

国
・
県
へ
の
具
体
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
と
展
望
は
。

市
長
早
瀬
大
橋
や
中
郷
区
間

な
ど
、
事
業
中
箇
所
の
早
期
完

成
を
強
く
要
望
し
つ
つ
、
合
併

時
か
ら
の
念
願
で
あ
る
津
久
茂

架
橋
構
想

の
実
現
に

向
け
て
、

引
き
続
き

要
望
を
続

け
て
い
き

ま
す
。

観光協会のある「えたじまーれ」

教育支援センター

津久茂の瀬戸
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Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
関
し
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
資
機

材
は
常
備
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長
本
市
で
は
、
公
共
施
設

63
カ
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
資
機
材
な
ど
の
常

備
は
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

今
後
、
市
が
設
置
し
て
い
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
、
素
肌
に
張
っ
た
パ
ッ

ド
部
分
を
隠
せ
る
布
製
品
を
常

備
す
る
と
と
も
に
、
女
性
に
配

慮
し
た
使
用
方
法
を
周
知
す
る

こ
と
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
た
め
ら
う

こ
と
な
く
使
用
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
関

し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配

慮
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対

応
・
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

消
防
長
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の

懸
念
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
た

め
ら
う
方
も
い
ま
す
。
救
命
は

時
間
と
の
勝
負
で
す
か
ら
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮
し
た
、

具
体
的
な
対
策
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
民
の
方
が
安
心

し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
尽
力
し
ま
す
。

過
去
５
年
間
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
回
数
は
。

福
祉
保
健
部
長
公
共
施
設
で

は
過
去
５
年
で
、
70
歳
代
の
男

性
に
１
回
使
用
し
て
い
ま
す
。

平川　博之
AED設置の取り組み状況は！

答 素肌へ貼るパッド部分を隠せる布製品を常備し、プラ
イバシーへの配慮をはかります

夜
間
や
休
日
に
も
使
用
で

き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
拡

充
は
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
市
内
に
は
、
公
共
施
設

63
カ
所
、
民
間
事
業
者
を
含
め

ま
す
と
１
４
４
カ
所
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
夜

間
に
使
用
で
き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

宿
泊
施
設
な
ど
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
夜
間
で
も
多
く
の
方
が

利
用
し
て
い
る
民
間
事
業
者
へ
、

設
置
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
普
及
促
進
を
は
か

る
た
め
24
時
間
営
業
を
し

て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
に
設
置
の
考
え
は
な
い

か
。福

祉
保
健
部
長
24
時
間
営
業

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、

多
く
の
方
が
利
用
し
、
幹
線
道

路
沿
い
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
設
置
の
有
効
性
が
期
待
で

き
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の
協

議
を
進
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
・

促
進
に
努
め
ま
す
。

問問

問 問

問

問

次
世
代
の
意
見
を
計
画
的

か
つ
継
続
的
に
聴
取
す
る

仕
組
み
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

市
長
総
合
計
画
や
こ
ど
も
計

画
策
定
に
際
し
、
若
者
ア
ン

ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
計
画

の
策
定
・
見
直
し
・
評
価
の
場

で
意
見
を
聴
取
し
、
工
夫
し
な

が
ら
市
政
に
反
映
し
て
い
き
ま

す
。

市
民
満
足
度
調
査
で
は
若

い
世
代
の
回
答
が
少
な
い
。

原
因
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の

か
。企

画
部
長
本
調
査
で
は
旧
町

別
・
年
齢
別
の
人
口
割
合
を
考

慮
し
て
全
市
民
か
ら
無
作
為
抽

出
の
上
実
施
し
ま
し
た
。
若
年

層
の
回
答
割
合
は
人
口
構
成
と

お
お
む
ね
同
じ
で
、
少
な
さ
は

方
法
に
よ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

単
発
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
な
く
「
若
者
会
議
」
を

設
置
す
べ
き
で
は
。

企
画
部
長
意
見
を
頂
い
た
後

の
出
口
設
定
が
重
要
で
す
。
先

行
事
例
を
研
究
し
つ
つ
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

庁
内
の
体
制
は
一
時
的
な

も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
な

宮下　成美
次世代の声を市政に反映させる仕組みづくりを！

答 意見反映と聴取の仕組みを継続して検討していきます

問問問問

い
か
。

福
祉
保
健
部
長
「
こ
ど
も
政

策
推
進
会
議
庁
内
委
員
会
」
を

設
置
し
、
策
定
時
に
限
ら
ず
点

検
・
評
価
・
情
報
共
有
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
庁
内
連
携

を
は
か
り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
・
若
者
計
画
は
、

現
役
世
代
の
声
が
十
分
に

反
映
さ
れ
に
く
い
の
で
は
。

福
祉
保
健
部
長
こ
ど
も
・
若

者
計
画
は
お
お
む
ね
39
歳
ま
で

を
対
象
に
し
て
お
り
、
庁
内
委

員
会
で
協
議
し
て
施
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

企
画
部
長
現
在
は
人
口
問
題

や
地
方
創
生
な
ど
テ
ー
マ
ご
と

に
会
議
体
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

包
括
的
な
協
議
体
の
必
要
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　
若
者
の
声
を
制
度
的
に
取
り

入
れ
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
は
、
こ
の
島
に
若
者
が
定
着

し
、
雇
用
や
地
域
活
力
を
生
む

力
と
な
る
。
結
果
と
し
て
高
齢

者
福
祉
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
に
も
つ
な
が
り
、
全
世

代
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り

に
直
結
す
る
と

考
え
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
は
、

平
成
20
年
度
に
２
６
９
万

３
０
０
０
円
で
始
ま
り
、
直
近

の
令
和
６
年
度
に
は
１
億
９
２

５
４
万
９
２
７
９
円
と
２
億
円

に
迫
る
勢
い
で
増
え
て
い
る
。

　
市
長
に
よ
れ
ば
、
今
年
度
か

ら
我
が
島
の
誇
る
花か

き卉
が
返
礼

品
に
加
わ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
花
か
。

総
務
部
長
現
在
、
準
備
を
進

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、

能
美
町
の
花
卉
生
産
者
の
方
で
、

３
月
か
ら
４
月
ご
ろ
に
か
け
て

最
盛
期
を
迎
え
る
ミ
モ
ザ
を
提

供
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
活
用

ル
ー
ル
を
明
確
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け

る
寄
付
金
の
使
い
道
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
で
公
表
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
事
業
へ
の
振
り
分
け

に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

申
込
み
の
際
に
、
本
市
の
寄
付

の
使
い
道
の
希
望
を
、
「
学

校
・
文
化
施
設
の
充
実
」
や

「
水
産
業
・
農
業
・
商
工
業
の

充
実
」
な
ど
の
６
分
野
か
ら
寄

地
域
の
防
災
力
・
生
活
基
盤

を
支
え
る
建
設
業
の
発
展
と

今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て

「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ

る
地
元
業
者
の
状
況
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長
慢
性
的
な
人
手
不
足
に

加
え
、
人
口
減
少
に
伴
う
従
業

員
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
今
後
の
社
会
資
本
の
整

備
や
維
持
管
理
、
災
害
等
非
常

時
の
緊
急
対
応
に
影
響
が
及
ぶ

も
の
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
公
共
工
事
発

注
の
見
通
し
は
。

市
長
今
後
、
新
た
な
投
資
的

事
業
は
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
老
朽
化
が
進

む
イ
ン
フ
ラ
等
の
維
持
管
理
事

業
は
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

今
後
の
地
域
建
設
業
の
育

成
振
興
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長
建
設
業
は
、
私
た
ち
の

日
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
重
要
な

産
業
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

「
地
場
産
業
の
育
成
」
「
雇
用

の
確
保
」
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

上本　雄一郎
ふるさと寄付金の活用ルールを明確にすべき！

答 寄付者に使い道の希望を６分野から選択いただき、集計を基
に、予算編成時に市単独事業へ配分しています

平本　美幸
市民の皆さまが安心して生活できる環境づくりを！

答 国・県への要望活動や労働環境改善の支援に努め、地域建設業の
育成につながる取り組みを進めます　

問問

問問問

問問

市
民
へ
の
理
解
を
求
め
る
方

法
に
つ
い
て

市
へ
の
問
い
合
わ
せ
で
市

民
か
ら
の
苦
情
は
把
握
し

て
い
る
の
か
。

市
長
職
員
が
「
当
課
の
所
管

で
は
な
い
」
と
取
り
次
ぎ
も
行

わ
ず
苦
情
が
あ
っ
た
と
い
う
事

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
わ
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情

を
お
受
け
す
る
場
面
に
お
い
て
、

丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
る
よ
う
、

職
員
へ
の
指
導
を
徹
底
し
ま
す
。

今
後
、
地
元
説
明
が
必
要

な
事
案
や
市
に
対
す
る
問

い
合
わ
せ
に
ど
の
よ
う
な
心
掛

け
を
も
っ
て
対
応
す
る
の
か
。

市
長
最
も
心
掛
け
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
事
業
の
目
的
や
重

要
性
、
効
果
等
を
納
得
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
で

す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
不

安
を
解
消

し
、
分
か
り

や
す
い
も
の

に
な
る
よ
う

努
め
て
い
き

ま
す
。

付
者
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
こ

の
分
野
別
の
集
計
を
基
に
、
予

算
編
成
時
に
、
ふ
る
さ
と
納
税

が
生
か
せ
る
新
規
事
業
の
検
討

と
併
せ
て
、
市
単
独
事
業
へ
配

分
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
事
業
に
共
感

し
て
寄
付
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

事
業
を
具
体
的
に
絞
っ
て
寄
付

を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
研

究
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
は
、
財

源
を
確
保
す
る
上
で
有
効
な
手

段
で
あ
る
ゆ
え
、
今
後
も
委
託

事
業
者
と
連
携
し
、
寄
付
額
の

向
上
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

※
意
欲
あ
る
職
員
が
い
つ
ま
で

も
健
や
か
に
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
も
質
問

し
ま
し
た
。

ふるさと納税寄付の状況
年度 寄付件数 寄付総額

平成20年度 20件 2,693,000円
（　中　略　）

平成30年度 1,210件 23,761,000円
令和元年度 867件 15,017,000円
令和２年度 1,069件 29,932,000円
令和３年度 1,374件 30,775,000円
令和４年度 1,993件 50,636,000円
令和５年度 5,944件 101,942,000円
令和６年度 9,773件 192,549,279円
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美濃　英俊
観光振興ビジョンについて確認！

答 最適な活用方法を探り、誘客促進および地域の活性化につ
なげてまいります

今
後
、
江
田
島
荘
周
辺
の

活
用
整
備
を
検
討
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
活
用
計

画
は
あ
る
の
か
。

市
長
能
美
海
上
ロ
ッ
ジ
跡
地

の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
マ

リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験
拠

点
や
特
産
品
販
売
所
と
し
て
の

活
用
な
ど
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
が
、
施
設
規
模
の
制
限
や
駐

車
場
の
確
保
が
困
難
と
い
っ
た

課
題
が
見
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
昨
年
度

か
ら
Ａ
Ｒ
技
術
に
よ
る
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
活
用
を
始

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年

度
か
ら
は
、
海
辺
と
い
う
立
地

を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
等
を

想
定
し
、
試
験
的
に
敷
地
の
貸

出
し
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
利
用
者
の
皆
さ

ま
か
ら
の
意
見
も
生
か
し
な
が

ら
、
民
間
の
力
を
生
か
し
た
最

適
な
活
用
方
法
を
探
り
、
誘
客

促
進
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
ま
す
。

現
実
問
題
と
し
て
軍
艦
利

根
資
料
館
や
桟
橋
と
い
っ

た
課
題
も
あ
る
の
で
、
早
め
の

解
決
を
求
め
る
。

　
現
状
、
Ａ
Ｒ
技
術
を
利
用
し

た
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
活

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

路
面
は
で
こ
ぼ
こ
で
、
草
は
伸

問問

び
放
題
。
人
を
招
く
よ
う
な
体

制
と
は
思
え
な
い
。
少
し
考
え

て
み
て
は
と
思
う
が
い
か
が
か
。

産
業
部
長
指
摘
の
通
り
、
能

美
海
上
ロ
ッ
ジ
跡
地
の
路
面
状

況
は
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
路
面
整
備
に
は
１
０
０

０
万
円
規
模
の
費
用
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
確
か
な
活
用
方
法

が
定
ま
ら
な
い
段
階
で
の
投
資

は
、
財
政
上
、
負
担
と
な
り
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
の
土

地
で
あ
り
ま
す
の
で
、
安
全
確

保
と
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
考

慮
し
た
最
低
限
の
維
持
管
理
を

行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き
最
適

な
活
用
方
法
を
探
り
ま
す
。

※
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ

て
い
る
、
タ
ク
シ
ー
利
用
の
推

進
支
援
、
他
地
域
と
の
連
携
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

へ
の
対
応
は
。

市
長
「
自
然
や
島
の
恵
み
を

引
き
継
ぐ
」
「
多
様
な
交
流
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
る
活
力
創

出
」
「
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
生
活

基
盤
の
充
実
」
「
新
技
術
に
よ

る
暮
ら
し
の
機
能
確
保
」
を
重

点
テ
ー
マ
に
、
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
創
出
し
ま
す
。

雇
用
創
出
、
産
業
活
性
化

へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長
生
産
性
の
向
上
、
円
滑

な
事
業
継
承
、
労
働
力
の
確
保

を
支
援
し
、
雇
用
創
出
と
産
業

活
性
化
を
は
か
り
ま
す
。

自
治
会
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
守
る
に
は
。

市
長
引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
外
国
人
市
民
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
、
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
を
は
か
り
ま

す
。

老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ

（
道
路
・
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁
・
港
湾
・

上
下
水
道
等
）
を
守
る
た
め
に

は
。市

長
江
田
島
市
イ
ン
フ
ラ
整

備
計
画
を
策
定
し
、
点
検
・
診

断
・
修
繕
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

吉野　伸康
第３次江田島市総合計画の着実な推進を !

答 島の恵みを生かし、暮らしやすく魅力的なまちづくりを
進めます

よ
り
、
予
防
保
全
型
の
維
持
管

理
を
は
か
り
ま
す
。

今
後
、
老
朽
化
対
策
に
伴

う
、
補
修
工
事
費
は
膨
ら

む
。
利
用
頻
度
が
低
い
イ
ン
フ

ラ
を
縮
小
・
統
合
・
廃
止
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市
長
利
用
状
況
や
老
朽
度
、

災
害
時
リ
ス
ク
、
維
持
管
理
費

等
を
総
合
的
に
検
討
し
、
維
持

可
能
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
推
進
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　
市
長
を
は
じ
め
、
市
職
員
が

頑
張
る
姿
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
見
て
お
り
、
市
民
の
暮
ら
し

に
役
立
っ
て
い
る
。
江
田
島
市

が
輝
き
続
け
る
よ
う
、
自
信
と

誇
り
を
持
っ
て
、
市
政
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

問問問

問

問

海
上
自
衛

隊
と
の
連

携
、
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
活

用
に
つ
い

て
も
質
問

し
て
い
ま

す
。

能美海上ロッジ跡地

第３次江田島市総合計画

　８月７日、大幸交流プラザにて江田島野菜出荷組合の農業従事者６名の皆さんと市民懇談会を
開催しました。
　人口減少や農業の将来について、日ごろ感じていることや市への要望を率直に伺うことができ
ました。ここでは、その一部をご紹介します。

・�新しく農業を始めても、途中で続けられなくなる人も少
なくないので、取り組みやすい制度にしてほしい。

・�市への要望が十分に受け止められていないと感じること
がある。担当者が替わると、これまでの取り組みがしっ
かりと引き継がれていないと感じるので改善してほしい。

・�レモンやオリーブに比べて、キュウリの産地への支援が
少ないと感じる。江田島町北部のキュウリ栽培を「地域
の産地」として、育成のビジョンを示してほしい。

農業の課題や要望

「若者が市外へ出て行ってしまう」

「切串小学校の存続が心配」

「通学や通院、買い物ができるバスは残してほしい」

「空き家や遊休農地が増えるのは、逆に若者を呼び
込むチャンスだと思います」

　市民の目線から、不安と同時に「前向きなアイデ
ア」も頂きました。

人口減少をめぐる声

市民懇談会レポート市民懇談会レポート市民懇談会レポート

　今回の懇談では、人口減少をどう捉えるか、そして地域の農業をど
う守り育てていくかについて、率直な声を伺うことができました。
　農業に従事する皆さんの不安や希望を、議会としてしっかり受け止
め、一般質問や議案審議を通じて「持続可能なえたじま」に向けて取
り組んでまいります。
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産
業
部
、
土
木
建
築
部
、
農
業
委
員
会
、
市
民
生
活
部
、
福
祉

保
健
部
お
よ
び
福
祉
事
務
所
の
所
管
に
関
す
る
事
務

主
な
活
動
内
容

　
　 
聞
き
取
り
調
査
（
産
業
部
）

各
事
業
に
つ
い
て
質
疑
応
答

６
月
20
日
（
産
業
部
）

◦�

え
た
じ
ま
ー
れ
の
現
状

７
月
17
日
（
産
業
部
）

◦�

観
光
戦
略
チ
ー
ム
一
歩
の
取
り
組
み

と
今
後
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

各
事
業
と
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
、
質
疑
応
答

８
月
29
日
（
市
民
生
活
部
・
土
木
建
築

部
・
産
業
部
）

◦�

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
施
設
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

◦
下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

◦
公
園
等
管
理
活
用
計
画
に
つ
い
て

◦�

有
害
鳥
獣
の
簡
易
的
な
集
合
埋
設
設
備

に
つ
い
て

調
査
の
概
要

　
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、

２
月
２
日
に
ゆ
め
タ
ウ
ン
の
そ
ば
に
あ

る
江
田
島
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を

活
用
し
て
開
設
。
施
設
の
管
理
・
運
営

を
観
光
協
会
が
担
い
、
ひ
ろ
し
ま
農
業

協
同
組
合
が
農
産
物
の
集
出
荷
と
生
産

者
調
整
を
担
い
ま
す
。
他
に
も
、
江
田

島
市
商
工
会
が
「
え
た
じ
ま
ブ
ラ
ン

ド
」
の
情
報
提
供
や
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど

多
く
の
団
体
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

関
係
団
体
の
役
割

活
性
化
へ
の
取
り
組
み

え
た
じ
ま
ー
れ
に
つ
い
て

観
光
戦
略
チ
ー
ム
一
歩
の
取
り
組
み

と
今
後
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
オ
ー
プ
ン
に
併
せ
て
、「
江
田
島
市

カ
キ
祭
・
島
う
ま
Ｆ
Ｅ
Ｓ
」
を
開
催
し
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
商
工
会
と

連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
夏
に
は
ビ
ー
ル

祭
り
を
開
催
す
る
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
市
民
に

も
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
に
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
の
調
査
内
容

　
令
和
６
年
３
月
14
日
に
議
会
改
革
推

進
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
７
年

７
月
30
日
ま
で
20
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
そ
の
調
査
の
結
果
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

１　
議
会
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い
て

　
22
条
の
各
条
文
を
検
証
し
ま
し
た
。

「
災
害
時
の
議
会
対
応
」、「
議
長
の

責
務
」
を
新
た
に
条
文
に
追
記
す
る

な
ど
、
条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
13
の
条
文
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

条
文
の
適
切
な
運
用
の
た
め
、
今
後

取
り
組
む
べ
き
内
容
を
ま
と
め
ま
し

た
。

２　
議
員
の
定
数
お
よ
び
報
酬
に
つ
い
て

◦
議
員
定
数
は
現
行
の
16
人
が
適
当

〔
主
な
理
由
〕　

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
定
数
削

減
の
回
答
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

住
民
の
声
を
市
政
に
反
映
す
べ
く
、

市
民
の
多
様
な
意
見
を
基
に
し
た
政

策
提
言
や
、
適
正
な
市
政
運
営
の
監

視
・
評
価
の
た
め
に
は
一
定
の
議
員

数
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
類
似
市
と
比
較
し
て
も
適

切
な
定
数
範
囲
で
す
。　

各
事
項
の
調
査
結
果

※�「議会改革推進特別委
員会調査事項報告書」
はこちらから

　
ま
た
、
民
泊
事

業
に
お
い
て
、
こ

ど
も
た
ち
が
お
土

産
物
を
購
入
す
る

場
所
に
と
考
え
、

施
設
で
離
島
式
を

開
催
す
る
な
ど
試

み
て
い
ま
す
。

◦�

販
売
経
験
の
な
い
ス
タ
ッ
フ
が
店
頭

に
立
つ
の
で
、
視
察
や
研
修
を
行
い

接
客
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

◦�

多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。

　
委
員
会
で
も
、
え
た
じ
ま
ー
れ
が
島

の
観
光
拠
点
の
一
つ
に
な
る
よ
う
に
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

委
員
会
の
主
な
意
見

　
今
後
の
観

光
振
興
に
生

か
し
、
観
光

に
選
ば
れ
る

ま
ち
に
な
る

よ
う
に
議
会

で
も
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
新
た
に
、
江
田
島
市
観

光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
観
光
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
メ
デ
ィ

ア
露
出
は
増
え
た
も
の
の
、
前
の
計
画

は
成
功
と
言
え
ず
、
中
心
の
役
割
を

担
っ
た
、
観
光
戦
略
チ
ー
ム
一
歩
に
つ

い
て
言
及
し
、
課
題
抽
出
を
執
行
部
に

求
め
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
第
１
回
定
例
会
で
、
議
会
改

革
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
以
下
の

三
つ
の
事
項
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
１　
議
会
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い
て

　
２　

�

議
員
の
定
数
お
よ
び
報
酬
に
つ
い

て

　
３　
議
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
で
、
調
査
事

項
の
報
告
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

　

調
査
が
終
了
し
た
た
め
、
議
会
改
革
推

進
特
別
委
員
会
を
廃
止
し
ま
し
た
。

◦
議
員
報
酬
は
現
状
維
持
が
適
当

　〔
主
な
理
由
〕

　
県
内
14
市
の
中
で
は
最
も
低
い
も

の
の
、
全
国
類
似
市
と
の
比
較
で
は

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
や

市
内
の
経
済
状
況
を
勘
案
す
る
と
、

現
状
維
持
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　３　
議
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
今
後
の
検
討
課
題
を
ま
と
め
ま
し
た
。

◦
広
報
広
聴
の
充
実
　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る

情
報
発
信
や
、
全
員
協
議
会
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
配
信
に
つ
い
て
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
常
任
委
員

会
化
に
つ
い
て
。

◦
議
論
の
活
発
化
、
質
の
向
上

委
員
会
で
の
調
査
方
法
、
自
由
討
議

の
進
め
方
。
議
会
基
本
条
例
の
定
期

的
な
検
証
に
つ
い
て
。

◦
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

タ
ブ
レ
ッ
ト
機
能
の
向
上
・
充
実
。

議
会
Ｄ
Ｘ
の
在
り
方
に
つ
い
て
。

※
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
議

会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
調
査
事
項
報

告
書
」
に
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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委員長　　美濃　英俊
委　員　　宮下　成美
委　員　　濵嵜　眞琴

副委員長　筧本　　語　　
委　員　　小野藤　訓
委　員　　安西　翔平

議会広報特別委員会

次回の定例会は
12月9日（火）午前10時開会予定

※日程は変更となる場合があります。
　詳細は、定例会が開催されるおおむね１週間前に
　江田島市議会ホームページに掲載します。

令和７年９月までの累計 ▶▶▶
議会傍聴メーター議会傍聴メーター

令和７年中に議会・委員会の傍聴に来られた方をカウントします。

Q：この仕事をしていて一番うれしい瞬間は？
　昨日までできなかったことが今日できるように
なり、一緒に喜べたときや、成長に立ち会えたと
きが一番うれしい瞬間です。保育の仕事には正解
がなく、こどもたちのことを考えながら小さな積
み重ねを共に喜べることが、この仕事のやりがい
だと感じています。

Q：印象に残っているこどもとの出来事は？

Q：保育の中で大切にしていることは？
　こどもたちの気持ちをまず受け止めることを
大切にしています。泣いたり怒ったりするときも、
気持ちを理解して寄り添うことを意識しています。
また、先生自身が笑顔で穏やかに接することで、
こどもたちも安心できると感じています。

Q：どんな先生を目指していますか？
　こどもたちが安心して「ここにいたい」と思え
るような存在になりたいです。そして、こどもに
丁寧に関わり、保護者の方からも信頼される先生
を目指しています。
　毎日の経験から学びな
がら、少しずつ成長して
いきたいと思っています。

こども園の先生Ｑ&Ａ

インタビュー対象者

右：吉
よし

田
だ

　彩
あや

乃
の

 先生
左：堀

ほりぐち
口　ちはる 先生

　若手の先生からは、こどもの成長を支えるやりがいや、日々の喜びが語られ、
まっすぐな思いが伝わってきました。
　また園長先生からは、先生同士の助け合いの大切さや、「若手が安心して働き
続けられる環境づくり」への思いも聞かせてもらいました。こども園が地域の子
育てを支える大きな力であることを、改めて感じられるインタビューでした。さ
らに、園長先生からは、先生のなり手不足や、労働環境のことなど現場ならでは
の大変さも聞かせていただきました。子育てを支える場所が持続していくために、
さらに理解を深め、支援していく必要があると感じました。

元気いっぱいのこどもたち
またお邪魔させてくださいね！

インタビューを終えて

　小さいこどもたちのかわい
い言い間違いや、日々の遊び、
お話しする中での何気ない一
言や表情に思わず私たちも笑
顔になったり、胸を打たれた
りする場面がとても印象に
残っています。

　こども園は、こどもたちの成長を支える地域の大切
な拠点です。先生方は日々の保育の中で、遊びや生活
を通じてこどもの成長を見守り、保護者や地域と連携
しながら子育てを支えています。
　今回は、若手の先生２名にインタビューし、仕事へ
の思いや、やりがいを伺いました。

密着リポート


